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6１ 

中国古典に由来する日中熟語や

諺の相違点について（６）

凌 志 偉

○無為（むい）にして化（か）す

故聖人云，我無爲而民自化，我好靜而民自正。

老子・道徳經・五十七章（日・中）

古之畜天下者，無欲而天下足，無爲而萬物化，淵靜而百姓定。

荘子・天地（日・中）

李耳無爲自化，清靜自正。

史記・老子韓非列傳（日・中）

中：元力自化

ｃ向かうところ敵なし

因天之時，就地之勢，依人之利，則所向者無敵，所撃者萬全突。

諸葛亮・心書（日）

峻狡酷有智力，其徒黛驍勇，所向無敵。

晋書・蘇峻傳仲）

中：所向元散。所向披摩。

。紫の朱（あけ）を奪う

子曰，悪紫之奪朱也，悪鄭聲之凱雅樂也，悪利口之覆邦家者。

論語：陽貨（日）

中：邪悪腔辻正又，昇端冒充真理。

注：上記から派出した熟語として「悪紫寺朱」があります。

○目に－丁字（いっていいなし

今天下無事，汝輩挽得雨石力弓，不如識一丁字。
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6２ 

蓄唐書・張弘靖傳（中）

中：目不枳丁。

ｃ目を奪う

林有驚心鳥，園多奪目花。

南朝梁間人傭く春日〉詩（中）

中：寺目。

○命（めい）を革（あらた）む

天地革而四時成，湯武革命，順乎天而應乎人。

易・革（中）

中：革命

○明珠（めいしゅ）兼乗（けんじよう）も未だ一言（いちげん）に若（し）か

ず

王答日，覧所陳。知成我者，卿也。明珠兼承，未若一言。

新唐書・膵収傳旧・中）

中：明珠兼承，未若一言。

ｏ明珠（めいしゅ）を闇（やみ）に投ず

臣聞明月之珠，夜光之壁，以闇投人於道路，人無不按劒相晒者。何則？無

因而至前也。

史記・魯仲連雛陽列傅旧・中）

中：（高価な品でも贈り方がよくなければ、人は喜ぶよりもかえって`怪しむと

いう意味から）贈送貴重礼品吋，如送礼途径不正，反而会引起`坏疑。

注：中国語の“明珠暗投”は（１）有能な人物が埋もれている。（２）立派な人間が誤っ

て邪道に入る。という意味です。

○面皮（めんぴ）が厚い

徒有八尺園，腹無一寸腸。面皮如許厚，受打未矩央。

南史・下彬列傳（日）

中：脆皮厚。面皮厚。
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6３ 

｡綿綿（めんめん）を絶たずんぱ蔓蔓（まんまん）を若何（いかん）せん

周書曰，綿綿不絶，鰻鰻若何。毫毛不抜，將成斧何。前慮不定，後有大患，

將奈之何。

戦國策・魏策・襄王（日）

縣縣不絶，蔓蔓若何。豪末不綴，將成斧何。

逸周書・和旛（中）

中：錦錦不絶，蔓蔓若何。

ｏ盲亀（もうき）の浮木（ふぽ<）

生世爲人難値佛世亦難，猶如大海中盲鑓遇浮孔。

北本浬藥綴（日）

中：盲亀遇浮木。（愉机会千載唯逢）

ｏ孟母（もうぼ）三選（さんせん）の教え

其舍近墓。孟子之少也，嬉遊。爲墓間之事，踊躍築埋。孟母曰，此非吾所

以居虚子也。乃去。舍市傍。其嬉戯爲質人街費之事。孟母又曰，此非吾所

以居虚子也。復徒，舍學宮之傍。其嬉遊乃設俎豆揖譲進退。孟母曰，真可

以居吾子突。遂居之。

漢・劉向・列女傳・梛孟舸母（日・中）

中：孟母三迂・孟母拝邦。

○孟母（もうぽ）断機（だんき）の教え

孟子之少也,既學而歸,孟母方績,問曰，學何所至突。孟子日，自若也。孟

母以刀断其織。孟子擢而問其故。孟母曰，子之駿學，若吾断斯織也。

漢・劉向・列女傳・椰孟舸母（日・中）

中：断鋲功学。

ｏ沐猴（もつこう）にして冠す

項王見秦宮室，皆以焼残破，又心`壌思欲東歸。曰，富貴不歸故郷，如衣繍

夜行，誰知之者。説者曰，人言楚人沐猴而冠突。果然。

史記・項羽本紀（日・中）
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６４ 

中：沐猴而冠。

ｏ股（もも）を割（さ）いて腹に充（み）たす

若損百姓以奉其身，猶割股以峻腹，腹飽而身蝿。

貞観政要・君道（日）

中：割股以唆腹，腹炮而身髭。自私透旗反害己。

注：中国語の古典において、“割股”は普通股を割（さ）いて、君主や親に食べさせる

行為を意味し、それは“忠,，や“拳'，を表す行動と解釈されます。

ｏ門前（もんぜん）市（いち）を成す

令初下，重臣進諌，門庭若市。數月之後，時時而間進。

戦國策・齊一（中）

中：、庭若市

ｃ門前（もんぜん）雀羅（じゃくら）を張る

始麗公爲廷尉，賓客関門。及魔，門外可設雀羅。

史記・汲鄭列傳論旧・中）

中：ｎ可夛雀。、堪夛雀。

○野（や）に遺賢（いけん）無し

帝曰，魚。允若弦，嘉言岡枚伏，野無遺賢，萬邦威寧。

尚書・大禺謨（日・中）

中：野元遺賢。

○柳の葉を百度（ももたび）中（あ）つ

楚有養由基者，善射者也。去柳葉百歩而射之，百發而百中之。左右観者数

千人，皆曰善射。

史記・周本紀（日・中）

中：百歩穿栃。

○柳は緑（みどり）花は紅（くれない）

柳緑花紅真面目。

Hosei University Repository



6５ 

蘇紙（日）

秋至山寒水冷，春來柳緑花紅。一鮎動随萬愛，江村煙雨濠濠。

五燈會元・飽華球劔師法嗣・酒仙遇仙御師（中）

中：（１）（人工の加わっていないさまという意味から）了元斧歯。

（２）（世はさまざまであるという意味から）世事扮転。

（３）（春の景色の美しさの形容という意味から）柳録花虹。

注：中国語の“柳録花虹“という成語は（３）の意味しかない。

ｏ山を鋳（い）海を煮る

乃益矯溢，即山鏑銭，煮海水篇盤，誘天下亡人，謀作凱。

史記・呉王解列傅（日）

呉有豫章郡銅山，瞬則招致天下亡命者溢鏑銭，煮海水爲盤，以故無賦，國

用富饒。

史記・呉王解列傳（中）

中：侍山煮海。

ｏ病（やまい）膏盲（こうこう）に入（い）ろ

公疾病，求醤於秦。秦伯使醤緩爲之。未至，公夢疾爲二竪子，曰，彼良欝

也，慨傷我，焉逃之。其一日，居盲之上，膏之下，若我何゜醤至，疾不可

爲也，在盲之上，膏之下，攻之不可，達之不及，藥不至焉，不可爲也。公

曰，良醤也。厚爲之檀而歸之。

左傳・成公十年（日・中）

中：病入膏育。

ｃ病（やまい）は口より入り禍（わざわい）は口より出ず

病從口入，禍從口出。

晋・傅玄く口銘〉（日・中）

中：病圦口入，禍圦口出。

○勇将（ゆうしょう）の下（もと）に弱卒（じゃくそっ）無し

俗語云，強將下，無弱兵。真可信。

宋・蘇鰔題賊・題連公壁（中）
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6６ 

中：彊将手下元弱兵。

ｏ有知（ゆうち）無知三十里

魏武亦記之，與脩同，乃歎曰，我才不及卿，乃斑三十里。

世説新語・捷悟（日・中）

中：有智元智校三十里。

○夕（ゆうべ）の陽（ひ）に子孫を愛す

可憐八九十，歯堕製眸昏。朝露賞名利，夕陽愛子孫。

白居易・秦中吟・不致仕旧・中）

中：夕IlF1悦子列、

ｏ幽明相（あい）隔（へだ）つ

平生毎相夢，不省雨相知。況乃幽明隔，夢魂徒爾爲。

元槙く江陵三夢〉詩（中）

中：幽明永隔。幽明相隅。

ｏ幽明界（さかい）を異にと）にする

幽明路異，人鬼道殊，今者人事相接，亦寓代一時，非偶然也．

〈太平贋記〉巻四八九引唐無名氏く冥音録〉（中）

中：幽明路昇。

○雪は豊年の瑞（しるし）

上天同雲，雨雪雰雰。

詩經・小雅・信南山

豊年之冬，必有積雪。

毛詩注（日）

今瑞雪頻降，來年必豐。

韓愈く御史台上論天旱人飢壯〉（中）

中：瑞雪兆半年。雪兆半年。

○行くに径にみち）に由（よ）らず
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6７ 

子曰，女得人焉耳乎。日，有漁臺滅明者，行不ＭＨ，非公事，未嘗至於堰

之峯也

論語：雍也（日・中）

中：行不由径。

○指を折る

屈指計亮糧不至十日。

三國志・魏志・張部傅（中）

中：（指を一本ずつ折り曲げながら数えるという意味から）屈指（算来)。

今文儒之盛，其書屈指可敷者，無三四人，非皆不能，蓋忽不爲爾。

獣陽修・古今録鮫尾・唐安公美政頌（中）

中：（多くのものの中で指を折って数えられるほどにすぐれているという意味

から）屈指可数。

ｏ夜（よ）を日に継ぐ

周公思兼三王，以施四事，其有不合者，仰而思之，夜以繼日。

孟子・雛翼下（日・中）

中：夜以継日。

ｏ桶（よう）を作る

仲尼曰，始作偏者，其無後乎。爲其象人而用之也。

孟子・梁恵王上旧・中）

中：始作偏者。

ｏ様（よう）によりて甜臘（ころ）を画（えが）〈

（陶）穀不能平，乃傅其蝋與，因事薦引，以爲久在詞禁，宣力資多，亦以

微同上旨。太祖笑日，頗聞翰林草制，皆検前人醤本，改換詞語，此乃俗所

謂依様蜜萌颪耳，何宣力之有。穀聞之，乃作詩書於玉堂之壁。曰，官職須

由生虚有，才能不管用時無。堪笑翰林陶學士，年年依様輩萌蔵。

宋・魏泰・東粁筆録巻一（日・中）

中：依祥画萌芦。依祥萌芦。依萌芦画瓢。
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6８ 

ｏ陽気（ようき）発するところ金石また透（とお）ろ

陽氣發魔金石亦透，精神一到何事不成。

朱子語録・學二・總論爲學之法（日）

中：IlEI気没処金石亦透。

ｃ養虎（ようこ）の患（うれ）え

漢欲西歸，張良、陳平説曰，漢有天下太半，而諸侯皆附之，楚兵罷食議，

此天亡楚之時也，不如因其機而遂取之。今標弗撃，此所謂養虎自遺患也。

漢王繍之。

史記・項羽本紀（日・中）

中：弄虎自適患。弄虎遺患。葬虎胎患。

ｏ羊頭（ようとう）を掲（かか）げて狗肉（くにく）を売る

君使服之於内，而禁之於外，猶懸牛首於門，而賓馬肉於内也。

晏子六鍵公好婦人（日・中）

從此卸却干戈，随分著衣喫飯，二十年来坐曲録床，懸羊頭，賢狗肉，知官

有甚愚操。

績景徳傳燈録三一曇華禅師仲）

中：佳羊失実狗肉。愚羊失実狗肉。

c要領（ようりょう）を得ない

霧從月氏至大夏，寛不能得月氏要領。

漢書・張鶏傳（日）

史記・大宛列傅（中）

中：不得要領。

ｏ葦（よし）の髄（ずい）（＝管（〈だ)）から天井（てんじょう）を覗（の

ぞ）く

是直用管窺天，用錐指地也，不亦小乎。

莊子・秋水（中）

中：以管窺天。
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6９ 

○挺（よだれ）を垂らす（流す）

（１）（空腹時に飲食物を見て非常に食欲を感じるざまという意味から）垂誕。

入門，群犬垂誕，揚尾皆來。

唐・柳宗元・三戒・臨江之蕊（中）

(2)（非常にほしがるざまや非常にうらやましがるざまという意味から)垂挺。

目春秋時楚莊王已問其輕重大小，而戦國之際，秦與齊楚皆欲之，周人猯猯

焉，視三虎之垂誕而睨己･也・

蘇鰔〈漢鼎銘〉引仲）

○余桃はとう）の罪

昔者彌子暇有寵於衛君。衛國之法，纐駕君車者罪別。彌子暇母病，人間往

夜告彌子。彌子矯駕君車以出。君聞而賢之曰，孝哉，爲母之故，忘其別罪。

異日與君遊於果園，食桃而甘，不議，以其半噌君。君曰，愛我哉。忘其口

味以噌寡人。及彌子色衰愛弛，得罪於君。君曰，是固嘗矯駕吾車，又嘗哨

我以餘余桃。故彌子之行末愛於初也。而以前之所以見賢而後獲罪者，愛憎

之愛也。故有愛於主，則智當而加親。有憎於主，則智不當見罪而加疏。

韓非子・説難（日・中）

中：徐桃唱君。

ｏ由（よ）らしむくし、知らしむくからず

民可使由之，不可使知之。

論語・泰伯旧・中）

中：民可使由之，不可使知之。

○洛陽の紙価（しか）を高める

復欲賦三都，會妹芥入宮，移家京師。乃詣著作郎張載。訪眠耶之事，遂構

恩十年。門庭藩澗，皆著筆紙，遇得一句，即便疏之。自以所見不博，求爲

秘書郎。乃賦成，時人未之重。思自以其作，不謝班張，恐以人屡言。安定

皇甫議有高轡，思造而示之。謡稻善，爲其賦序。張載爲注魏都，劉逵注呉

蜀，而序之曰……自是之後，盛重於時，文多不載。司空張華見而歎曰，班

張之流也。使讃之者壼而有餘，久而更新。於是豪貴之家，競相傳寓，洛陽

爲之紙貴。
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7０ 

晉響・左思傅（日・中）

中：洛阻舐貴。

ｏ落花（らっか）情化よう）あれども流水（りゆうすい）意（い）なし

落花不語空僻樹，流水無情目入池。

白居易・過元家履信宅（日）

落花有意随流水，流水無情慾落花。

NHM傅燈録・渦Ⅱ|龍翔竹庵士珪騨師（中）

中：落花有意，流水元情。

ｏ李下（りか）に冠（かんむり）を正さず

君子防未然，不慮嫌疑間。瓜田不納履，李下不正冠。

樂府詩集・相和歌瀞七・君子行（日・中）

中：李下瓜田。

ｃ立錐（りっすい）の余地もない

夫無欲者，其視爲天子壽也與爲輿隷同，其視有天下也與無立錐之地同。

呂氏春秋・雛俗覧・爲欲（日）

今秦失徳棄義，侵伐諸侯社援，滅六國之後，使無立錐之地。

史記・留侯世家（中）

中：（人がぎっしりつまっていて、少しのすきまもないという意味から）折満了

人，達播逃脚的地方都没有。

注：中国語の“元立錐之地'，という熟語は出典にあるように僅かばかりの場所という

意味です。

ｏ柳眉（りゅうび）を逆立てる

只見那婆借柳眉賜豊，星眼圓縢，説道，老娘傘是掌了，只是不還作。

水許傅・第二一回（中）

中：柳眉倒竪。

○竜門のゆうもん）の滝登り

河津一名龍門，巨溌迩猶在，去長安九百里，江海大魚，泊集門下數千，不
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7１ 

得上，上則爲龍。故云，曝鯉龍門。

辛氏三秦記（日）

胸燭持風裁，以聲名自高。士有被其容接者，名爲登龍門。

李賢注：以魚篇職也。龍門，河水所下之口，在今絲州龍門縣。辛氏三秦記

曰，河津一名龍門，水瞼不通，魚藤之圃莫能上，上則爲龍也。

後漢書・李暦傳（中）

中：登花、。

ｏ凌雲（りょううん）の志（こころざし）

往時武帝好神仙，相如上大人賦欲以風。帝反綴緤有陵（凌）雲之志。

前漢書・揚雄傳仲）

中：（超然として世外にありたいという望みという意味から）超然物外之志。

注：中国語の“凌云之志”は高邇にうまい）な志という意味です。

ｃ良禽（りょうきん）は木を択（えら）んで棲（す）む

鳥則揮木，木豈能揮鳥。

左傳・哀公十一年（日・中）

馬援不受井蛙囚，萢増已被重瞳誤。良禽揮木乃下棲，不用漂流歎遅暮。

元・張憲・行路難（日・中）

中：良禽挿木。

ｃ僚原のようげん）の火

若火之瞭千原，不可蕎邇，其猶可撲滅。

尚書・盤庚上（中）

中：僚原烈火。

○両虎（りょうこ）相闘（あいたたか）えば勢（いきおい）倶（とも）に生き

ず

彊秦之所以不敢加兵於趙者，徒以吾両人在也。今雨虎共闘，其勢不倶生。

吾所以爲此者，以先國家之急，而後私離也。

史記・藺相如傳（日・中）

中：丙虎相斗，其勢不倶生。
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ｏ良質（りょうこ）は深く蔵（ぞう）して虚（むな）しきがごとし

吾聞之，良質深藏若虚，君子盛徳，容貌若愚。

史記・老子韓非傳旧・中）

中：良頁深藏若虚。

○梁上（りょうじよう）の君子（〈んし）

時歳荒民倹，有盗夜入其室，止於梁上。墓陰見，乃起自整梯，呼命子孫，

正色訓之日，夫人不可以不自勉。不善之人未必本悪，習以性成，遂至於此。

梁上君子者是突。盗大鷲，自投於地，稽穎歸罪。

後漢書・陳捷傳旧・中）

中：（１）（盗賊という意味から）梁上君子。

（２）（転じて、ねずみの称という意味から）老鼠。
注：中国語には（２）の用法はない。

○梁塵（りょうじん）を動かす

漢興以來，善歌者魯人虞公，發聾清哀，蓋動梁塵。

〈太平御覧〉巻五七二引漢劉向く別録〉（日・中）

中：梁生~6．梁尖踊妖。

○両端のようたん）を叩（たた）く

子曰，我有知乎哉。無知也。有鄙夫問於我，空空如也。我叩其雨端而掲焉。

論語・子宰（日）

中：盆何事物的始姿。

○遼東のようとう）の家（いのこ）

往時遼東有家，生子白頭，異而献之，行至河東，見翠家皆白，懐葱而還。

若以子之功論於朝廷，則爲遼東永也。

後漢書・朱浮傳旧・中）

中：江末家。江末白家。

ｃ良薬（りょうやく）口に苦（にが）し
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良藥苦於口，而利於病，忠言逆於耳，而利於行。

孔子家語・六本（日）

夫良藥苦於口，而智者勤而飲之，知其入而己己疾也。忠言挑於耳，而明主

聴之，知其可以致功也。

韓非子・外儲説左上（中）

中：良萄苦口。苦口良萄。

○両雄（りょうゆう）並び立たず

且雨雄不倶立，楚漢久相持不決。

史記・梛生陸質列傳旧・中）

吾聞雨雄不倶立，雨賢不並世。

漢書・南響傳（中）

中：爾雄不倶立。

o鵬竜（１）りょう）額下（がんか）の珠（たま）

夫千金之珠，必在九重之淵，而騒龍頷下。

莊子・列禦冠（日・中）

中：弼尤珠，諏珠。

注：日本語の意味は“危険を冒さなければ得られないもののたとえ,’ですが、中国語

は貴重な人または物という意味です。

｡離婁⑪ろう）の明（めい）

離婁之明，公孫子之巧，不以規矩，不能成方回。

孟子・離婁上旧・中）

中：寓委之明。

○林間（りんかん）に酒を媛（あたた）めて紅葉（こうよう）を焼（た）<

林間暖酒焼紅葉，石上題詩掃緑苔。

白居易一送王十八歸山寄題仙遊寺詩旧・中）

中：林同暖酒焼虹叶。

c維言のんげん）汗（あせ）の如し
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号令如汗，汗出而不反者也，今出善令，未能蹴時而反，是反汗也。

漢書・劉向僻（日・中）

王言如絲，其出如論。王言如輪，其出如縛。

魑記・織衣（日・中）

中：鉛言如汗。

ｏ臨濟（りんざい）の喝（かつ）徳山（とくざん）の棒

」二堂，僧問,.如何是佛法大意？師竪起桃子，僧便喝，師便打。又僧問，如
何是佛法大意？師亦竪佛子，僧便喝，師亦喝。僧擬議，師便打。

五燈會元・黄檗運祁師法嗣・臨濟義玄禰師（日・中）
中：当失棒喝的施教方法。

注：中国語の“当失棒喝”という成語は普通痛撃を与えて、目ざめさせるという意味
で使われます。

○塁（るい）を摩（ま）する

許伯曰，吾聞致師者，御騨族，摩唖而還。

左傳・宣公十二年（日・中）

中：（１）（敵陣に迫るという意味から）摩皇。

（２）（技量や地位がほとんど同じ程度に達するという意味から）不分伯仲。
注：中国語の“摩皇,，には（２）の意味はない。

○類（るい）がない

子曰，有教無類。

論語・衛溌公篇（日）

中：（比べるものがない。きわだってすぐれているという意味から）元与佗比。

ｃ類（るい）を以て集まる

方以類聚，物以箪分。

易・繋辞上（日・中）

中：物以突聚。

o連城（れんじよう）の壁（たま）
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趙恵文王時，得楚和氏壁。秦昭王聞之，使用遺趙王書，願以十五城請易壁。

史記・廉頗藺相如列傳旧・中）

中：連城壁。

ｃ朧（ろう）を得て蜀（しょく）を望む

勅彰書日，雨域若下，便可將兵南撃蜀虜。人苦不知足，既平朧，復望蜀。

後漢書・岑彰傳旧・中）

中：得陞望蜀。

ｏ蝋（ろう）を噛（か）むよう

我無欲心，腫汝行事，於横陳時，味如噸。

榴嚴經・巻八（日・中）

中：味同鶴錯。

。老麟（ろうき）樋（れき）に伏すとも志（こころざし）千里に在り

老驍伏樋，志在千里。烈士蟇年，壯心不已。

曹操・〈歩出夏門行〉詩（日・中）

中：老蕊伏栃，志在千里。

｡労（ろう）して功（こう）なし

今薪行周干魯，是猶推舟干陸也，榮而無功，身必有映。

莊子・天運（日・中）

中：芳而元功。

○老馬（ろうば）の智（ち）

管仲，隔朋從於桓公而伐孤竹，春往冬返，迷惑失道。管仲曰，老馬之智可

用也。乃放老馬而随之，遂得道。

韓非子・説林上（日・中）

中：老弓之智。

注：中国語の成語としては、この故事から“老葛枳途,’しかなく、原文にある“老弓

之智，’はあまり使われない。

o魔山（ろざん）の真面目（しんめんもく）

Hosei University Repository



7６ 

不識厭山真面目，只縁身在此山中。

蘇鰔・題西林壁旧・中）

中：Ｆ山真面目。旗山面目。

○倭人化いじん）の観場（かんじよう）

今人只見魯直説好，便都説好，如倭人看場耳。

唐音癸鑛－巻六（日）

子観宋景文近臘，燕一宇無來歴，而對仗精確，非讃萬巻者不能，適非南渡

以後所及。今人耳食，譽者穀者，皆倭人観場，未之或知也。

清・王士頑・香祖筆記・巻十（中）

中：倭人現坊。綾子看我。

○災いを転じて福となす

智者之畢事也，縛禍而爲福，因敗而成功者也。

戦國策・燕策・昭王（日）

聖人之制事也，輔禍而爲福，因敗而爲功。

戦國策・燕策一（中）

中：鋳禍力福。鋳欠力福。

○和して同ぜず

子日，君子和而不同，小人同而不和。

論語・子路（日・中）

中：和而不同。

。渡りに船

如清涼池，能滿一切諸渇乏者，如寒者得火，如裸者得衣，如商人得主，如

子得母，如渡得船，如病得瞥，如闇得燈，如貧得寳，如民得王，如貿客得

海，如炬除闇。

法華經・藥王品（日）

中：正中下杯。
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今回の研究には十数年の歳月をかけたが、その間にインターネットが現れ、

検索をだいぶ容易にした。それでも日本語の文献では日本国語大辞典（小学館、

1972年版)、中国語の文献では９０年代に完成された漢語大辞典に大変お世話に

なった。ここに改めて御礼を述べたい。こういった道具がなければ、本稿はな

かなか書けなかったと思う。

今通読して見ると、日本語になった熟語や諺の出典はほとんど100年ぐらい

前迄良く読まれていた古典ばかりである。経文から来ているものもあるが、そ

れもかなり人口に贈灸していたであろう。そういう所からも、良く読まれてい

なければ、熟語や諺にはなれないことが分かる。

日本語の熟語や諺になったものにはかなり出典と違うものがあり、筆者の非

力でその出典を調べることのできなかったものが二三ある。いつかその補足を

したい。

なお、今回の原稿は1999年度の法政大学研究助成金を受けたことを付記して

おく。

（中国語学・第一教養部教授）
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